
(梅垣 1990作成，小林 2005一部改訂)不登校の状態像
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（中心的問題）
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→心身症的症状

（頭痛・腹痛・発熱・おう吐など）

→神経症的症状

（強迫行為・不安症状・気分の日内

変動など）

学校欠席状態

→家庭内暴力・室内の破壊行為など

→無気力・引きこもりなど

→断続的な欠席・無気力な生活態度など

→逸脱行動を伴った無断欠席・反社会的行動・非行グループ

の形成など

＊すくみ反応 … 不登校の子どもに登校を強制したり、催促・勧誘した時に、その子どもが一層情緒的に不安定になること。



(梅垣 1990作成，小林 2005一部改訂)不登校の発現と不登校のサインのとらえ方
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頭痛、腹痛、だるさなどを訴える。

体調不良で保健室に行く回数が増える。など

そわそわしたり、周囲を必要以上に気にす

るようになる。

何か言いたげに教員の周りにいるようにな

る。など

卒業生や先輩との交際が多くなる。

教員の指示を無視したり、反抗的な態度を

とる。など

遅刻、早退、特定の授業、曜日の欠席が増

える。

クラスの友だちと遊ばなくなる。など


